
2019 Vol.23-1

32

1．網膜の働き

　眼球はよくカメラに例えられます、デジカ

メ時代になって、最近は説得力がなくなりま

したが、網膜はカメラのフィルムにあたる眼

球の底に広がる薄い膜組織です。網膜には光

や色を感じる視細胞とそれにつながる神経線

維が分布していて、神経線維は一本の視神経

となって、脳内につながっていきます。

　網膜の能力は場所によって大きく異なって

いて、ちょうど真ん中の黄斑部の感度が最も

高くなっています。視野の中心であり、視力

は黄斑部の機能と言えます（図 1）。

2．網膜剥離はどんな病気

　網膜は光や色を感じる神経網膜と、その下

にある網膜色素上皮の二層構造になってい

て、神経網膜が色素上皮から剥がれるのが網

膜剥離です。

　神経網膜への栄養は、主として色素上皮を

通して外側から供給されているので、神経網

膜が剥がれると栄養供給が不足して、視細胞

がダメージを受けて機能が低下します。その

ために剥離部分が担っている視野が見えにく

くなります。黄斑部の網膜が剥離すると視力

が落ちることになります。

網膜剥離
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図 1　正常眼底
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　網膜剥離には 2 種類あり、神経網膜に孔

（裂孔）が出来て起こる裂孔原性網膜剥離と

眼内に出来た別の病気に続発して起きる、孔

を伴わない網膜剥離があります。今回は裂孔

原性網膜剥離についてお話しします。

3．網膜剥離の原因

　網膜剥離は裂孔の出来方から、大きく中年

タイプと若年タイプに分かれます。網膜に接

して硝子体という透明なゼリーのようなもの

があり、加齢による変化で形を変えたとき

に、硝子体と網膜の癒着が強い場所がある

と、網膜に裂孔ができることがあります。網

膜裂孔から硝子体の液体成分が神経網膜の裏

側にまわり、神経網膜が網膜色素上皮から剥

離していきます。これが中年タイプの網膜剥

離です。また、強度の近視や遺伝的な素因な

どで網膜に萎縮性の孔が生じることもありま

す。若年タイプの網膜剥離は、このような萎

縮孔から硝子体が入り込むことによって起こ

る場合がほとんどです。割合は少ないのです

が、眼球の打撲などで急激に眼球が変形して

裂孔が発生することもあります。

　アトピー性皮膚炎で、顔面の皮膚症状が悪

い人が網膜剥離になることがあります。かゆ

みからまぶたをこすったり、たたいたりする

ことが誘因になっている可能性が指摘されて

います。

4．網膜剥離の症状

　網膜剥離の症状は剥離した網膜の状態によ

り色々です。全く自覚症状がないときもあり

ます。

　視界に何か浮遊物の影が移動するように見

える飛蚊症、視界の隅に光が走る光視症が

あったら、網膜剥離が起きている可能性があ

ります。網膜剥離が進行すると視野が狭く

なって感じます。黄斑部に網膜剥離が及ぶ

と、ゆがんで見えたり視力が低下します。ま

た、進行の具合も急激だったりゆっくりだっ

たり様々なのです。

5．網膜剥離の検査

　網膜剥離は、目の外側から見ただけでは判

断できません。眼底検査といって、瞳を広げ

る（散瞳）目薬を点眼してから瞳孔から光を

入れて観察します。散瞳状態は数時間持続し

ますので、その間、まぶしくなり、近くのも

のが見にくい状態が続きます。

6．網膜剥離の治療

　網膜裂孔だけで、網膜剥離がない状態であ

れば、網膜裂孔のまわりの網膜を凝固するこ

とで神経網膜と網膜色素上皮を癒着させ、網

膜剥離への進行を防げることがあります。凝
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固方法には網膜光凝固（レーザー）と網膜冷

凍凝固があり、多くは外来の手術です。

　網膜剥離が進行していたら（図 2、3）、手

術が必要です。手術は、目の外側からアプ

ローチする強膜バックル術と内側から直す硝

子体手術に大別できます。

　強膜バックル術は、網膜裂孔に位置する眼

球の外側（強膜）にシリコンスポンジ材料を

縫い付けて、眼球を内側に凹ませ、色素上皮

を剥離した網膜に近づけます。そして、網膜

裂孔のまわりを強膜側から冷凍凝固します。

場合によっては、網膜の下の液体を強膜側か

ら針で穴をあけて排液します。

　硝子体手術は、眼内に非常に細い器具を挿

入して、硝子体や網膜をひっぱっている膜状

組織を除去します。続いて硝子体内に気体を

注入して、剥離した網膜を色素上皮側におし

つけます。同時に網膜裂孔から網膜の下の液

体を吸引します。網膜裂孔は手術中に眼内か

らレーザー凝固します。通常、白内障手術を

同時に行います。

7．網膜剥離の予後

　網膜剥離を放っておくと、網膜は全部剥が

れてしまい失明してしまいます。網膜剥離の

治療は失明を防ぐためのもので、手術が進歩

して、網膜が元の位置に戻る復位率は 100％

に近づいています。網膜が元の位置に戻って

も、目の機能、視力などがどの程度回復する

かは、剥離した範囲、時間などにより異なり

ます。原則として、速やかな手術が必要なの

です。怪しいなという症状が出たら、億劫が

らずに眼底検査を受けましょう。

図 3　網膜剥離写真⑵
⑴の先を見ると大きな網膜裂孔が有ります。

図 2　網膜剥離写真⑴
左側の白っぽく見えるのが剥離した網膜です。


